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貸借対照表

一般社団法人オールシ゛ャハ゜ンヘ゛ースホ゛ールリーク゛

令和 6年10月31日 現在 単位：円

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

【流 動 資 産】 【 409,606】 【流 動 負 債】 【 4,907,334】

現 金 及 び 預 金 305,939 短 期 借 入 金 426,157

前 払 費 用 73,700 未 払 金 4,186,600

未 収 入 金 29,967 未 払 費 用 294,577

【固 定 資 産】 【 4,102,821】 負 債 合 計 4,907,334

（有 形 固 定 資 産） （ 3,962,821）

車 両 運 搬 具 3,962,821

（投資その他の資産） （ 140,000） 純 資 産 の 部

差 入 保 証 金 140,000 【株 主 資 本】 【 394,907】

資 本 金 0

（利 益 剰 余 金） （ 394,907）

そ の 他 利 益 剰 余 金 394,907

繰 越 利 益 剰 余 金 394,907

純 資 産 合 計 394,907

資 産 合 計 4,512,427 負 債 ・ 純 資 産 合 計 4,512,427



損益計算書

一般社団法人オールシ゛ャハ゜ンヘ゛ースホ゛ールリーク゛

自 令和 5年11月 1日

至 令和 6年10月31日 単位：円

科 目 金 額

【売 上 高】

会 費 11,861,720

【売 上 原 価】

外 注 費 5,855,341

売 上 総 利 益 金 額 6,006,379

【販売費及び一般管理費】 10,852,025

営 業 損 失 金 額 4,845,646

【営 業 外 収 益】

受 取 利 息 28

雑 収 入 5,381 5,409

【営 業 外 費 用】

支 払 利 息 1,519

経 常 損 失 金 額 4,841,756

【特 別 利 益】

補 助 金 収 入 4,538,000

税引前当期純損失金額 303,756

法人税、住民税及び事業税 71,000

当 期 純 損 失 金 額 374,756



販売費及び一般管理費

一般社団法人オールシ゛ャハ゜ンヘ゛ースホ゛ールリーク゛

自 令和 5年11月 1日

至 令和 6年10月31日 単位：円

科 目 金 額

旅 費 交 通 費 940,912

交 際 費 799,682

会 議 費 151,256

減 価 償 却 費 136,649

賃 借 料 884,400

消 耗 品 費 261,524

租 税 公 課 2,800

広 告 宣 伝 費 1,582

支 払 手 数 料 6,919,246

雑 費 753,974

合 計 10,852,025



株主資本等変動計算書

一般社団法人オールシ゛ャハ゜ンヘ゛ースホ゛ールリーク゛

自 令和 5年11月 1日

至 令和 6年10月31日 単位：円

株主資本

利益剰余金
純資産合計

資本金 その他利益剰余金 株主資本合計
利益剰余金合計

繰越利益剰余金

当期首残高 0 20,151 20,151 20,151 20,151

当期変動額

当期純損失 374,756 374,756 374,756 374,756

当期変動額合計 - 374,756 374,756 374,756 374,756

当期末残高 0 394,907 394,907 394,907 394,907



個別注記表

一般社団法人オールシ゛ャハ゜ンヘ゛ースホ゛ールリーク゛

自 令和 5年11月 1日

至 令和 6年10月31日

この計算書類は、「中小企業の会計に関する基本要領」によって作成しています。

重要な会計方針に係る事項に関する注記

計算書類及びその付属明細書の作成基準

一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して作成している。

収益及び費用の計上基準

収益については実現主義により認識し、費用については発生主義により認識している。

有形固定資産の減価償却の方法 定率法
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